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令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

既設配水管H I V Pφ 1 5 0 m m

流入管φ1 5 0  L = 1 0 . 9 m

耐震性貯水槽(貯水機能付給 水管)
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T 局前幹21

川登小 学校

基準 点座標一 覧表 任意 座標系
点 名称 Ｘ座標 Ｙ座 標 Ｚ座 標(直接標高)
T - 1 1 7 8 . 5 1 9 2 2 0 . 7 8 8 2 1 . 0 9 1
T - 2 2 0 0 . 0 0 0 2 0 0 . 0 0 0 2 1 . 5 7 7
T - 3 1 8 8 . 4 7 5 1 7 8 . 6 9 8 2 2 . 0 6 5
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貫入量　L = 1 0 . 0 0 m貫入量　L = 1 0 . 0 0 m

貫入量　L = 1 0 . 0 0 m 貫入量　 L = 1 0 . 0 0 m

N O . 1 N O . 2

N O . 4N O . 3

地質 調査業 務

測点 番号 最終貫 入深さ

0 0 1 1 0 . 0 0 m

0 0 2 1 0 . 0 0 m

0 0 3 1 0 . 0 0 m

0 0 4 1 0 . 0 0 m

合 計 4 0 . 0 0 m

( スク リューウエ イト貫入試 験)

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

E カワサキ238

300 0

3000

30 00
5 00

30001400

500
地質調査測点番号: 0 0 4地質調査測点番号: 0 0 3

地質調査測点番号: 0 0 1 地質調査 測点番号: 0 0 2
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地盤改良特記 仕様書 N O N

4

ｋ N / ㎡ と す る 。

％

3k g / m

柱 状改 良 工 法 　 特 記 仕 様 書

§ 1 工 法 概 要
本 地 業 は 、 柱 状 改 良 工 法 に よ る 、 地 盤 改 良 地 業 で あ り 、 ス ラ リ ー 状 の

セ メ ン ト 系 固 化 材 を 地 中 に 注 入 し な が ら 、 柱 状 改 良 専 用 共 回 り 防 止 翼

( 十 字 型  ) を 装 置 し た 攪 拌 装 置 を 用 い て 、 原 地 盤 を 機 械 的 に 混 合 攪 拌 し 、

固 化 材 の 科 学 反 応 に よ り 所 要 の 強 度 所 要 の 強 度 を 持 つ 改 良 体 を 築 造 す る 工 法 で あ る 。

＜ 2 ＞ 設 計 変 更
コ ラ ム 径 、 掘 削 深 度 ( 改 良 長 + 空 堀 長 ) 、 本 数 配 置 等 は 、 設 計 図 書 に よ る 。

た だ し 、 コ ラ ム の 径 ・ 長 さ ・ 本 数 ・ 位 置 及 び セ メ ン ト ス ラ リ ー の 配 合 等 に

の 承 認 の 上 変 更 す る こ と が で き る 。

つ い て 土 質 や 地 盤 状 況 に よ り 変 更 し た 方 が 適 切 と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 監 督 員

§ 4 コ ラ ム 仕 様
＜ 1 ＞ 設 計 基 準 強 度

＜ 2 ＞ 固 化 材

§ 5 施 工 監 理
※ 施 工 手 順 に 従 っ て 次 の 仕 様 で 行 う 。

① 固 化 材 ス ラ リ ー の 吐 出 量

② ロ ッ ド の 鉛 直 性

③ オ ー ガ ー 回 転 数

⑤ ト ル ク 値 ま た は オ ー ガ ー 電 流 値

④ 掘 削 深 度 ・ 速 度 及 び 引 上 げ 深 度 ・ 速 度

※ コ ラ ム の 芯 ズ レ は 1 0 0 ㎜ 以 内 と す る 。

§ 6 品 質 管 理
＜ 1 ＞ 調 査 箇 所 ( 検 査 対 象 に 対 し て )

① 検 査 対 象 層 群 は 概 ね コ ラ ム 3 0 0 本 を 1 単 位 と し 、 層 厚 5 0 c m 以 上 の

　 土 層 毎 に 検 査 対 象 層 を 決 め る 。

3 　 箇 所

1 　 箇 所
検 査 手 法 A

※頭部 コアは、１箇所当り 3個 のコア採取を標準とす る。

※全 長コアは、１ｍ当り3個のコア採取を標準とする 。

＜ 2 ＞ 採 取 位 置

頭 部 コ ア 全 長 コ ア

工 　 　 　 　 法

設 計 基 準 強 度

コ ラ ム 径

( ｍ ｍ )

掘 削 長

( ｍ )

改 良 長

( ｍ )

空 堀 長

( ｍ )

本 　 数

( 本 )

ウ ル ト ラ コ ラ ム 工 法

Ｆ ｃ ＝

　 試 験 結 果 が 、 下 式 を 満 足 す る 場 合 を 合 格 と 判 定 す る 。

§ 2 特 記事 項
本 工 事 工 法 は 、 攪 拌 能 力 ・ 攪 拌 径 ・ 品 質 ( 変 動 係 数 ) に 対 し て 「 建 築 技 術

性 能 認 証 委 員 会 」 に て 証 明 さ れ た 技 術 性 能 証 明 取 得 工 法 と す る 。

ま た 、 事 前 に そ の 証 明 書 を 管 理 者 に 提 出 し 認 証 を 得 る こ と と す る 。

§ 3 一 般 事 項

に 精 通 し た も の で 、 協 会 に 所 属 す る 指 定 施 工 会 社 と す る 。

本 工 事 の 施 工 業 者 は 、 地 盤 改 良 工 法 の 施 工 技 術 及 び 計 測 装 置 の 取 り 扱 い

＜ 1 ＞ 施 工 業 者

・ 本 地 業 は 、 本 特 記 仕 様 書 に よ る ほ か

「 改 訂 版 　 建 築 物 の た め の 改 良 地 盤 の 設 計 及 び 品 質 管 理 指 針 」

( 平 成 1 4 年 1 1 月 3 0 日 　 財 団 法 人 　 日 本 建 築 セ ン タ ー 、 以 下 指 針 と い う ) に よ る 。

＊ 事 前 室 内 配 合 試 験 に よ る 。

頭 部 コ ア 試 験

全 長 コ ア 試 験

② 検 査 手 法 は 強 度 の バ ラ ツ キ を 想 定 す る 場 合 は 検 査 手 法 A に よ る 。

③ 調 査 箇 所 数 ( 検 査 対 象 群 に 対 し て )

G B R C 　 性 能 証 明 　 第 0 8 - 0 6 号

Ｋ Ｎ / ㎡

水 / 固 化 材 比 　 　 　 6 0 ～ 8 0

コ ラ ム の 設 計 基 準 強 度 は F c ＝ 　 　 　 　 6 0 0

5 0 0 6 . 0 5 . 6 0 . 4 5

6 0 0

　 ＜ 3 ＞ ボ ー リ ン グ コ ア 採 取 率 ( 連 続 性 の 確 認 )

コ ア 採 取 率 は 、 全 長 に 対 し て 砂 質 土 系 の 9 5 ％ 以 上 、 粘 性 土 系 で 9 0 ％

以 上 と し 、 1 ｍ 当 り コ ア 採 取 率 は 、 砂 質 土 系 で 、 9 0 ％ 以 上 、 粘 性 土 系 で

8 5 ％ 以 上 と す る 。

　 ＜ 4 ＞ 合 否 の 判 定

① 設 計 対 象 層 に つ い て 抜 取 箇 所 を N と す る 。 １ 箇 所 あ た り ３ 個 の 供 試 体

　 を 採 取 し 、 強 度 を そ の 箇 所 の 強 度 と す る 。

② 一 軸 圧 縮 試 験 は 第 三 者 で 行 う も の と す る 。

③ 検 査 手 法 A に よ る 品 質 検 査
　 合 否 の 判 定 は 設 計 対 象 層 に お け る N 箇 所 ( 抜 取 箇 所 数 ) の 一 軸 圧 縮

X N≧ X L ＝F C + K a・σｄ＝ F C + K a{ F C・ Vｄ /( 1 - 1 . 3 V ｄ ) }

X N： N ヶ 所 の 一 軸 圧 縮 強 度 の 平 均 値

X L： 合 格 判 定 値
F C： 設 計 基 準 強 度
K a： 合 格 判 定 係 数
σｄ： 標 準 偏 差
V ｄ： 変 動 係 数 、 品 質 確 認 書 よ り 想 定 す る 。

採 取 箇 所 数 　 N 1 2 3 4 ～ 6 7 ～ 8 9 ～

1 . 9 1 . 7 1 . 6 1 . 5 1 . 4 1 . 3合 格 判 定 係 数 　 ｋ a

( 合 格 判 定 係 数 )

　 ＜ 5 ＞ 未 固 化 改 良 体 の 比 低 抗 測 定

施 工 直 後 の 改 良 体 の 攪 拌 混 合 状 況 を 把 握 す る た め に 、 比 低 抗 の 深 度

方 向 の 分 布 を 測 定 す る 。

検 査 数 量 は 、 1 検 査 対 象 群 毎 に 1 箇 所 以 上 か つ 、 5 0 コ ラ ム 毎 に

1 箇 所 以 上 と す る 。

固 化 材 の 配 合 は 、 原 則 と し て 改 良 部 分 の 検 査 対 象 土 を 採 取 し 、 ３ 種 類

以 上 の 添 加 量 に て 室 内 配 合 試 験 を 行 い 試 験 結 果 と 配 合 強 度 を 基 に 添 加 量
を 決 定 す る 。

※ 使 用 す る 固 化 材 は 、 六 価 ク ロ ム 等 の 土 壌 環 境 基 準 に 適 合 す る こ と を 確 認 す る 。

＜ 3 ＞ 配 合 強 度
配 合 強 度 X f は 、 設 計 基 準 強 度 F c と 変 動 係 数 ・ 採 取 ヶ 所 数 に よ り 割 増 係 数

α ｔ を 用 い て 、 次 式 に よ る 。 　 　 X f ＝ α ｔ × F c

採 取 ヶ 所 数  N

2 5 ％

3 0 ％

3 5 ％

2 . 1 6 3 1 . 9 1 8 1 . 8 1 5 1 . 7 1 9 1 . 6 5 1 1 . 5 9 4

1 2 3 4 ～ 6 7 ～ 8 9 ～

2 . 5 9 7 2 . 2 4 0 2 . 0 9 5 1 . 9 6 1 1 . 8 6 9 1 . 5 9 4

3 . 1 6 0 2 . 6 4 9 2 . 4 4 8 2 . 2 6 5 2 . 2 6 5 1 . 5 9 4

変 動 係 数
V c

割 増 係 数 α ｔ は 、 合 格 率 ８ ０ ％ と し た 下 表 に よ る 。

＜ 4 ＞ 室 内 配 合 強 度
設 計 基 準 強 度 × 割 増 係 数 / ( 室 内 2 8 日 / 室 内 7 日 強 度 比 ) ＝ 推 定 室 内 7 日 強 度

＜ 5 ＞ 固 化 材 液 の 配 合

地 盤 改 良 特 記 仕様 書

固 化 材 添 加 量 　 　 　 3 0 0

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）
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D D
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の
コ

ア
採

取



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

地 盤 改良 伏 図

1 - 1

S = 1 : 1 0 0

断 面 図

2 - 2

A

A A

T - 2

T - 3

止

汚

汚

2 1 . 3 4

2 1 . 9 0

2 1 . 8 7

2 1 . 9 8

2 1 . 6 3

2 2 . 3 4
2 2 . 2 3

2 1 . 9 5

2 1 . 5 5

2 1 . 9 3

2 1 . 8 7

2 1 . 6 6

2 1 . 2 1

2 1 . 3 2

2 1 . 4 0

2 1 . 8 3

2 0 . 9 7

2 1 . 4 1

2 1 . 7 6

2 1 . 6 6

2 2 . 0 7

蛇 口

伸
縮

門
扉

量
C o n

C o n

C o n

A s

A s

C o n

C o n

C o n

H P Φ 1 5 0

( 位 置 は 想 定 )

V
P
Φ

1
0
0

V
P
Φ

5
0

至　鵜ノ江

至　三里

T 局前幹21

川登小学校

N T T ケ
ー
ブ

ル

既
設
配
水
管
H I V P φ

1 5 0

2

1

2

1

P
E
φ

2
5

P Eφ
2 5

M

汚水マンホール汚

止

量

F

不明マンホール

止水栓

量水器

消火栓

凡 例0 5 1 0 m

S = 1 : 1 0 0

平 面 図

柱 状 改 良 工 法

φ 5 0 0 m m × G L - 6 . 0 m × 5 本

施 工 条 件

・ 3 0 0 k g / m 3 配 合

・ 施 工 管 理 装 置 に よ る 管 理

・ F C = 6 0 0 K N / m 2

・ 施 エ コ ラ ム 中 で 強 度 が 最 も 発 現 し に く い と 想 定 さ れ る

　 深 度 よ り サ ン プ ル 3 本 採 取 し 、 7 日 後 一 軸 圧 縮 試 験 を 行 う

・ 総 延 長  = 3 0 . 0 m

・ セ メ ン ト = 2 t

FH=15.96

FH=21.50

FH=15.96

FH=21.50

(捨てコン下端)

(捨てコン下端)

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地
盤

改
良

径
φ

5
0
0

地盤改 良伏図 図示

5

D L = 1 5 . 0 0 0

FH=22.05
GH=21.96

GH=21.96
FH=22.05

D L = 1 5 . 0 0 0

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

7 5 07 5 07 5 07 5 0

7 5 0 1 5 0 0 7 5 0

3 0 0 0

7
5
0

1
5
0
0

7
5
0

3
0
0
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

地盤改良径φ5 0 0

9 0 0 3 0 0 0 9 0 0

4 8 0 0

9 0 0 3 0 0 0 5 0 0

4 4 0 0

F H = 2 2 . 0 5

F H = 2 2 . 0 5

E カワサキ238

4
6
0

5
5
4
0

6
0
0
0

7 5 07 5 0

7 5 0 7 5 0

5
5
4
0

4
6
0

6
0
0
0



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

付 帯 工 詳 細 図 1

機 械 床 掘 平 面 図
S = 1 : 5 0

貯 水 機 能 付 給 水 管 仕 上 平 面 図
S = 1 : 5 0

※フェンスは U N フェンスH = 1 . 8 m  A 型 5 0シリーズ使用

場 内 舗 装 ･ 路 盤 平 面図
S = 1 : 5 0

2 1 . 6 3

2 2 . 2 3

2 1 . 9 5

C o n

V
P
Φ

1
0
0

採
水
口

流入

流
出

排水

流入

採
水
口

流
出

排水

( フェ ン ス ) ( フ ェ ン ス )

( フ
ェ
ン
ス
)

(
フ

ェ
ン

ス
)

(
フ

ェ
ン

ス
)

(
床

掘
)

(
フ

ェ
ン

ス
)

(
フ

ェ
ン

ス
)

( フ ェ ン ス ) ( フ ェ ン ス ) ( フェ ン ス )

(床掘 )

( 4 . 4 m× 4 . 8 m - 1 . 0 m ×1 . 0 m ÷ 2 ) × ( H ) 0 . 2 m ＝ 4 . 1 2 4 m 3

型枠 A = ( 4 . 8 0 + 3 . 4 0 + 1 . 4 1 + 3 . 8 0 + 4 . 4 0 - 0 . 2 0 * 1 2 ) × 0 . 1 0＝ 1 . 4 6 m 2

路盤工( T = 1 0 0 m m  R C - 4 0 )  A = 2 0 . 6 2 - 9 . 6 0＝ 1 1 . 0 2 m 2

溶接金網設置工 A = 2 0 . 6 2 - 9 . 6 0 ＝ 1 1 . 0 2 m 2

目地工( T = 1 0 m m )  A = 1 2 . 0 ×0 . 1 0 ＝ 1 . 2 0 m 2

控 除面積

貯水槽基礎 A = 3 . 0 0× 3 . 0 0 ＝ 9 . 0 0 m 2

控除面積計 A = 9 . 6 0 m 2

全 体面積

A = 4 . 4 0 × 4 . 8 0 - 1 . 0 0 × 1 . 0 0 ÷ 2 ＝ 2 0 . 6 2 m 2

基礎2  A = 0 . 2 0 × 0 . 2 0× 9 ＝ 0 . 3 6 m 2

基礎1  A = 0 . 4 0 × 0 . 3 0× 2 ＝ 0 . 2 4 m 2

貯水機能付 給水管基礎

( フェンス基礎)

( 門扉基礎 )

C O舗装 T = 1 0 0 m m

路盤 ( R C - 4 0 )  T = 1 0 0 m m

6

付 帯 工 詳 細 図 1

フ ェ ン ス 基 礎 標 準 図
S = 1 : 3 0

m 3

m 3

m 2

個

1 . 1 3

0 . 9 6

0 . 8 1

9 . 0

0 . 1 2 6

0 . 1 0 7

0 . 0 9 0

1 . 0

名  称 単 位 1箇所 当数量 合 計数量

機械床掘(礫混 り土)

機械埋戻 ( R C - 4 0 )

基礎砕石( R C - 4 0  T = 1 0 0 )

フェンス基礎( 2 0 0 × 2 0 0 × 4 5 0 )

基礎 2  N = 9 箇所

場 内場外

門 扉 基 礎 標 準 図
S = 1 : 3 0

m 3

m 3

m 2

個

0 . 6 4

0 . 4 6

0 . 5 0

2 . 0

0 . 3 2 0

0 . 2 3 1

0 . 2 5 0

1 . 0

名  称 単 位 1箇所 当数量 合 計数量

機械床掘(礫混 り土)

機械埋戻 ( R C - 4 0 )

基礎砕石( R C - 4 0  T = 1 0 0 )

門扉基礎( 4 0 0 × 4 0 0 × 6 0 0 )

基礎 1  N = 2 箇所

場 内場外

基 礎 床 掘 及 埋 戻 側 面 図
S = 1 : 3 0

埋戻(入替砕石R C - 4 0 )

貯水機 能付給水 管基礎一般図

場 内 舗 装 工
S = 1 : 3 0

 路盤( R C - 4 0 ) T = 1 0 0 m m

( 溶接金網 D 6 - 1 5 0× 1 5 0 )

C O 舗装 ( T = 1 0 0 m m )  V = ( 2 0 . 6 2 - 9 . 6 0 )× 0 . 1 0＝ 1 . 1 0 m 3

1 4 1 4

図 示

（場 内舗装 部）

数量 計算書

土 工数量は、 別紙「数 量調書：整 地」のと おり

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

5 0 0 9 0 03 0 0 09 0 0

1 6 0 0 2 0 0 0

1 4 1 4

1
2
0
0

2
0
0
0

4
4
0
0

片開き門扉 H = 1 . 8  W = 1 . 2

6 0 02 0 0 02 0 0 0

目地材 T = 1 0 m m  L = 3 . 0 × 4＝ 1 2 . 0 m

2
0
0
0

1
0
0
0

4
4
0
0

3 7 0 0 1 1 0 0

4 8 0 0

1
1
0
0

3
3
0
0

3 8 0 0 1 0 0 0

4 8 0 0

1
0
0
0

3
4
0
0

機械床堀(礫混り土)

3 0 0 0

3
0
0
0

3 0 0 0

3
0
0
0

目地材 T = 1 0 m m  L = 1 2 . 0 m

4 8 0 0

4
4
0
0

3 8 0 0 1 0 0 0

4 8 0 0

1
0
0
0

3
4
0
0

基 礎 2 ： 9 箇所

基 礎1 ： 2箇所

F H = 2 1 . 9 5

6 0 0

1 5 03 0 01 5 0

5 05 0

2 0 0

1
0
0

1
0
0

3
5
0

機械床掘・埋 戻(入替 砕石R C - 4 0 )

フェンス基 礎( 2 0 0× 2 0 0× 4 5 0 )

2 0 0 基礎砕石( R C - 4 0  T = 1 0 0 )

8 0 0

1 5 05 0 01 5 0

5 05 0

4 0 0

1
0
0

1
0
0

5
0
0

機械床 掘・埋戻(入替砕石R C - 4 0 )

門扉基礎( 4 0 0 × 4 0 0 × 6 0 0 )

4 0 0

3 0 03 2 0 0× 3 2 0 03 0 0

3 8 0 0× 3 8 0 0

1 0 03 0 0 0× 3 0 0 01 0 0

3 0 0 0× 3 0 0 0

機械 床堀( 礫混り土 )

2
0
0
2
0
0

6
0
0

2
0
01
0
0

4
0
0

2
0
0

F H = 2 2 . 0 5

C O舗装 T = 1 0 0 m m

基礎砕石( R C - 4 0  T = 1 0 0 )

1
0
0

4
5
0

5
5
0

1
0
0

6
0
0

7
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

（リブ付パイ プ）

φ5 0 . 8 × 2 . 3

（ハイテンシ ョン線）

φ5 0 . 8 × 2 . 3

（リブ 付パイ プ）

ワイヤメッシュ

Ｂ

Ｃ

U N - A 1 8 0 0 L - 5 0

Ａ

（昭和５７ 年改正の建築 基準法・同 施行令に基づく風圧力  ＧＬ＋０ｍ に依る )

H 1 8 0 0 - 5 0 × W 1 2 0 0

Ｕ Ｎ 片 開 き 門 扉

（昭和5 7 年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 G L ＋ 0 m に依る)

S = 1 : 2 0

門 扉 詳 細 図
S = 1 : 2 0

フ ェ ン ス 詳 細 図

パ ネル断 面図

S = 1 : 3

リブ付パイ プ断面図

［   ］内は 下部パネルを示す。

≒

ワイヤメ ッシュ図

（ 　）内は芯径を示す。

[≒
11
5]

≒

ジョイント

ジョイント

角根BN M8×65

（W付） （W付）

押え金具

角根BN M8×53

Ａ部取 付図 S = 1 : 5

ジョイント 角根BN M8×65

(W付)

接続押え金具

Ｃ部取付図 S = 1 : 5

（W付）

角根BN M8×53

備考

樹脂粉体 塗装

きの上防錆 着色処理

きの上高耐 候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型 　金　 具

・ボルト 、ナッ ト

・ワイヤ メッシ ュ

・ ・・

・ ・・

・ ・・

１．

・バ　ン 　ド ・・・

外装につ いて

　押え 金具
・主柱、 ジョイン ト

・ ・・

亜鉛・アルミ ・マグネシウム合 金めっ

溶融亜鉛め っきの上防錆着色処 理

亜鉛めっきの 上高耐候性樹脂粉 体塗装

亜鉛・アルミ ・マグネシウム合 金めっ

亜鉛・アルミ 合金めっきの上高 耐候性

基礎条件・ ・・長期許 容地耐力　９８ｋＮ ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計条 件

標 準 的 な 取 付 図 パ ネ ル と 柱 の す き ま が せ ま い 場 合 の 取 付 図

（回転防止付）

U型金具

中間バンド

（回転防止付）

U型金具

角根BN M8×25

（W付）

中間バンド

（W付）

角根BN M8×25

Ｂ部取 付図 S = 1 : 5

φ50.
8

t＝2.3

1
25

50

φ4.0

(φ3.6)

φ
5.
0

(φ
4.
5)

設計荷重・ ・・昭和５ ７年改正の建築基準 法・同施行令に基づく 風圧力に依る。

付 帯 工 詳 細 図 2

GL

φ6 0 . 5 × 3 . 2

φ 5 0 . 8 × 1 . 6

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔            〕

≒
1
2
5

≒ 5 0

φ 4 . 0

(φ 3 . 6 )

ワ イ ヤ メ ッ シ ュ 図
（　）内は芯径を示す．

φ
5
.
0

(
φ

4
.
5
)

開き方向 4 1

門柱

5
3

扉 枠

3 4

門 柱 ・ 扉 枠 位 置 関 係 図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に
依る。

備考

設計条件

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する場合には、
　両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き方向の変更が必要です。

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

注意

  ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

２．

１．
・門　柱、枠　体
　ジョイント
　押え金具

外装について

・バ　ン　ド
樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

・戸当り付両面回転施錠

2 0 0 0

G L

7

図 示付 帯 工 詳 細 図 2

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

W 1 2 0 0

1
7
7
0

3
0

3
5
0

1
8
0
0

蝶番

戸当り付両面回転施錠

2 0 0 0

1
7
7
0

1
8
0
0

3
0

3
0
0



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

貯 水 機 能 付 給水 管 構 造 図 1

詳細図参照

有効埋込ミ長サ 1 1 0 L

ダブル ナット、P W 付

穿孔 φ 1 9 × 1 3 0 L

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A× 4 . 0 t

S U S 3 0 4 - 1 0 0 A× 3 . 0 t

P L - 6 . 0 t

( S U S 3 0 4 )

S = 1 : 1 5 S = 1 : 1 5 S ＝ 1 : 4 0

旧 川 登 小

8 0 A 　流入口

8 0 A　流出口

1 0
2 5 A

1

42
4 5 0 A

7
8 0 A

8
2 0 0 A

6
1 0 0 A

3

× 2

5
4 0 A / 8 0 A

9
3 2 A

× 2

4

8
2 0 0 A

1

3

2
4 5 0 A

1 0
2 5 A

3

5
4 0 A / 8 0 A

6
8 0 A

7
8 0 A

3 2 A

9
3 2 A

9

貯 水 機 能 付 給 水 管 平 面 図 貯 水 機 能 付 給 水 管 立 面 図
※タラップ、 ノズル取付位置、架 台スリーブ 位置は、貯水機能付給 水管平面図、ベース プレート位 置図による

球 体寸法

設 計圧力

架　台

仕　上

水 質基準

耐　震

製 品質量

特　記

φ1 8 3 0   S U S 3 0 4 - 3 t  ( N O . 1、 N O . 2 B )

0 . 7 4 0 M P a

1 0 0 0 H　 ( S U S 3 0 4 )

ＳＵＳ溶 接部酸洗 イ仕上

本水槽は 「水道法に基づく水質 基準」に 適合した水 の貯水に供 する事。

K h = 1 . 5

8 0 0  k g

溶接一 体構造型

工場施 工

ス テ ン レ ス 製 貯 水 機 能 付 給 水 管 仕 様
(容積：3  m 3 )

品 番 名 称 材 質 寸 法 数 量 備 考

1

2

3

4

5

6

7

9

1 0

8

本体

マン ホール

内タ ラップ

外タ ラップ

ドレン 口

流 入口

流 出口

災 害時給 水口

吸排 気弁口

採 水口

S U S

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

4 5 0 A

W 3 0 0

W 4 0 0 × P 3 0 0

4 0 A / 8 0 A

8 0 A

8 0 A

2 0 0 A

3 2 A

2 5 A

1

1

2

1

1

1

1

1

2

1

J I S 1 0 K F , R B - φ 1 6  ( S U S 3 0 4 )

R B -φ 1 6 ( S U S 3 0 4 )

S U S 3 0 4 - 2 0 A　 R B - φ 1 6 ( S U S 3 0 4 )

J I S 1 0 K  F F  ( S U S F 3 0 4 ) ( ルーズ)

J I S 1 0 K  F F  ( S U S F 3 0 4 )

J I S 1 0 K  F F  ( S U S F 3 0 4 )

J I S 1 0 K  F F  ( S U S F 3 0 4 )

J I S ソケット

J I S ソケット

貯 水 機 能 付 給 水 管 立 体 図

架台：S U S 3 0 4

六　角　形

五　角　形

( N O . 2 B )

( N O . 1 )

図 示貯水機 能付給水 管構造図1

8

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

基礎床板寸法：3 0 0 0

搬入時参考寸法：1 8 4 8

I
D
=
1
8
3
0

基
礎

床
板

寸
法

：
3
0
0
0

搬
入

時
参

考
寸

法
：

1
9
7
0

1 8 01 8 0

架台

球体

空気弁

2 - 吊り金具

4 -荷 締め用固定ピース

架台

1 2 - M 1 6 × 1 8 0 L  ケミカルアンカーボルト( S U S 3 0 4 )

1
5
0

災
害

時
採

水
可

能
範

囲
1
5
3
0

1
5
0

I
D
=
1
8
3
0

9
0

1 0 4 0

1
7
1
.
7

5 5 0

1 0 0

1 0
0

2
5
0

4
0
0

4
0
0

1
0
0
1
0
0

1
0
0

運
搬

参
考

寸
法

：
2
8
0
0

4
0
0

1
2

1
0
0
0
(
架

台
高

さ
)

流入 ・流出用スリーブ　1 0 0 L

ドレン 用スリーブ 1 0 0 L

架台入口

4 0 °
4 0 °

4 0°

4 6 °



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

貯 水 機 能 付 給水 管 構 造 図 2

S = 1 : 1 5

架 台 図

(S U S 3 0 4 )

詳細図参照

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A × 4 . 0 t

詳細図参照S U S 3 0 4 - 1 0 0 A × 3 . 0 t

P L - 6 t

( S U S 3 0 4 )

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A × 4 . 0 t

P L - 6 t

( S U S 3 0 4 )

P L - 8 . 0 t

( S U S 3 0 4 )

有効埋込ミ長サ 1 1 0 L

ダブルナット、P W付

穿孔  φ1 9 × 1 3 0 L

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A× 4 . 0 × 1 0 0 L 詳細図参照

S U S 3 0 4 - 1 0 0 A× 3 . 0× 1 0 0 L

詳細図参照

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A × 4 . 0× 1 0 0 L

( S U S 3 0 4 )

詳細図参照

図 示貯水機 能付給水 管構造図2

9

旧 川 登 小

ベ ー ス プ レ ー ト 位 置 図架 台 上 面 図

※ タ ラ ッ プ 、 ス リ ー ブ 位 置 は 、 平 面 図 参 照 ア 部 詳 細 図

コーキン グ仕上

コーキ ング仕上
5 - 2 0 0

5 - 2 0 0

外 タ ラ ッ プ 用 金 具 詳 細 図S = 1 : 5

P L - 8 t ( S U S 3 0 4 )

P L - 1 . 5 t

S U S 3 0 4

P L - 3 t

S U S 3 0 4

S = 1 : 5

製 作 数 ： 2

( S U S 3 0 4 )

リ ブ プ レ ー ト 詳 細 図

荷 締 め 用 固 定 ピ ー ス 詳 細 図

S = 1 : 1 0

製 作 数 ： 2 4

S = 1 : 1 0

製 作 数 ： 4

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

1 8 0

(架台内寸) 1 2 8 0 S U S 3 0 4 - 6 t

(内
寸
) 3

9 4

5
0

5
0 1
0
0

5 0

5 0
1 0 0

9 02 0

1 1 0

5
0 5

0

1
0
0

開口φ 1 3 0

P L - 6 t

4 -荷締め用固定ピース

流出用スリーブ　1 0 0 L

2 -外タラップ用金具ドレン用スリーブ  1 0 0 L

架台入口

流入用スリーブ　1 0 0 L

3
0
°

3
0
°

3
0
°

3
0
°

4 0°

4 0°

1
8
0

1
5
9

4
0
0

4
1
2

架台入口

4
0

変形防止用プレート

ア

1 2 - M 1 6× 1 8 0 L  ケミカルアンカーボルト( S U S 3 0 4 )

2 0 0 A  流入スリーブ 4 - 荷締め用固定ピー ス

ドレン用スリーブ

開口 φ 1 3 0

1
0
0

2
5
0

1
0
0
0
(
架

台
高

さ
)

1
2

2 - 外タラップ用金 具

2 0 0 A  流出スリーブ

1 2 5 1 2 3 0 ( ｱ ﾆ ｭ ﾗ 外内寸) 1 2 5

P . C . D . 1 3 9 0

1 4 8 0 ( ｱ ﾆ ｭ ﾗ外寸)

3 0 ° 3 0 °

P L - 1 2 . 0 t

2 4 - リブプレート1 2 - 2 5  キリ

4
0

5 5

(
1
0
3
)

3 0
3 0

変形防止用プ レート

化 粧板

当て 板

2 0 3 0 5 0

1 0 0

2
5

2
5

5
0

2 - 1 2 キリ

F B - 6 × 5 0

R
=
5

2
5

2 5

1
0 8

5

1 0

8 5

1
0
0

P L - 6 . 0 t

3 5

3 0

6 5

6
5

1 9  キリ

C 1
0F B - 6 × 6 5



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

貯 水 機 能 付 給水 管 構 造 図 3

付 帯 図

吊 り 金 具 詳 細 図
取付向きは平面図参照

製 作 数 ： 2

S = 1 : 1 5

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

外タラップ（W 4 0 0× P 3 0 0 )

S U S 3 0 4 - 2 0 A 、 R B - φ 1 6

( S U S 3 0 4 )

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 2

S U S 3 0 4

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

※フランジ取付 向き注意

詳細図参照

( S U S F 3 0 4 )

詳細図参照

取付向き平面図参照

2 0 0 A  J I S 1 0 K F

S U S F 3 0 4

3 2 A  J I Sソケット( S U S 3 0 4 )

S U S 3 0 4 - 4 0 A × 3 . 0 t

図 示貯水機 能付給水 管構造図3

1 0

旧 川 登 小

1
8
3
0

外 タ ラ ッ プ  詳 細 図4

内 タ ラ ッ プ 詳 細 図3 災 害 時 給 水 口 ・ 吸 排 気 弁 口 詳 細 図8 9

8

9

タ ラ ッ プ 側 支 持 金 具 詳 細 図

本 体 側 支 持 金 具 ( A ) 詳 細 図

本 体 側 支 持 金 具 ( B ) 詳 細 図

本 体 側 支 持 金 具 ( C ) 詳 細 図S = 1 : 5

製 作 数 ： 8

製 作 数 ： 2

S = 1 : 5

製 作 数 ： 2

S = 1 : 5

製 作 数 ： 2

S = 1 : 5

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

F B - 3× 3 0× 6 0 L

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

F B - 3 × 3 0 × 6 0 L

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

F B - 3 × 3 0 × 6 0 L

( S U S 3 0 4 )

本 体 側 支 持 金 具 ( D ) 詳 細 図

マ ン ホ ー ル 詳 細 図2 S = 1 : 1 0

製 作 数 ： 1

幅 1 3 0

S U S F 3 0 4

B L - F F

S U S F 3 0 4

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

S = 1 : 1 0

製 作 数 ： 1

( S U S 3 0 4 )

1 2  キリ

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

1 0 0

8 8

3
0
0

R B - φ 1 6

当板：P L -φ 5 0 × 3 t

4 × 2 - M 1 0  ボルト締メ( S U S 3 0 4 )

2 × 2 - M 1 0  ボルト締メ( S U S 3 0 4 )

D

C

B

A

3
0

3 0

1 3 0
1 9  キリ

P L - 6 t

8 0 8 0

1 6 0

1
0
0

1
0
0

3 0 °
1 0 °

4 0 °

2 - 吊り金 具

2 0 0 A  J I S 1 0 K  B L - F F

2 - 吊り金具

S U S 3 0 4 - 2 0 0 A × 4 . 0 t

災害時給 水口

2 - 空気弁口

1
1
9
0

2
6
0

3
＠

3
0
0
=
9
0
0

30
3
0

3
0
0

4
＠

3
0
0
=
1
2
0
0

3 0 0

2
6
5

4
0
5

6
0
°

1
4
4

6
5

6
5

1 7 5 1 5

3
0

1 2  キリ

F B - 6 × 3 0

S U S 3 0 4 - 2 0 A

1 9 0

2 5

7 0

3
0

2 0

1
1

長 穴

F B - 4 × 3 0

当て 板

2 5

1 0 5

1
1

2 0

1 1 3

3
0

長 穴

F B - 4 × 3 0

当 て板

2 5

1 6 0

3
0

1
1

2 0

1 7 3

長穴

F B - 4× 3 0

当 て板

※
S
U
S
3
0
4
-
4
t

φ
4
4
9

3 0 3 0

1 2 4

C . L  1 0 4 0

P L - 6 t  S U S 3 0 4 ( N O . 1 )

4 5 0 A  J I S 1 0 K F

4 5 0 A  J I S 1 0 K F

R B - φ 1 6

1
0
0

2
0
0

1
0
0

4
0
0

5 0
蝶番

P L - 6 t

5
0

2 0

1
1

3 0

2
5

2
5

2 - 長穴

2 × 2 - M 1 0  ボルト締メ

3 0

3 5 8

3 0

2 0

3
9
4

3 2 7

5 03 0

2 0
1 0 0

F B - 6 × 5 0

L - 5 0 × 5 0 × 6



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

貯 水 機 能 付 給水 管 構 造 図 4

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

S = 1 : 1 5

製 作 数 ： 1

S c h 1 0  ( S U S 3 0 4 )

詳細図参照

S c h 1 0  ( S U S 3 0 4 ) ( S U S F 3 0 4 )

詳 細図参照

S c h 1 0  ( S U S 3 0 4 ) ( S U S F 3 0 4 )

S U S 3 0 4

S U S 3 0 4

P L - φ 1 6 0× 3 t ( S U S 3 0 4 )

S U Sパ イプにタッ プ溶接の上、 コーキング 仕上

レデ ューサー ・コンセ ント

S U S 3 0 4

( S U S F 3 0 4 ) ( ルーズ)

図 示貯水機 能付給水 管構造図4

1 1

旧 川 登 小

ド レ ン 口 詳 細 図5

5

採 水 口 詳 細 図1 0

1 0

流 入 口 詳 細 図6 流 出 口 詳 細 図7

流 入 、 流 出 立 上 管 サ ポ ー ト 詳 細 図 S = 1 : 5

製 作 数 ： 2

( S U S 3 0 4 )

S U S 3 0 4 - 3 t

( S U S 3 0 4 )

( S U S 3 0 4 )

S U S 3 0 4 - 3 t

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

1
8
8
1

1
8
3
3

3
5
6

3
6
6

1 8 0

3
5
6

2 0 0

9 0 °ロングエルボ

サポート

S U S 3 0 4 - 8 0 A × 3 . 0 t

9 0°ロングエルボ 8 0 A  J I S 1 0 K  F F

サ ポート

1
9
2
5

3
5
6

1
6
8
3

3
6
9

2 0 01 8 09 0 °ロングエルボ 8 0 A  J I S 1 0 K  F F
2 4 14 7 . 6

4
75

3

1
4
8

4
8

2
5
0

4 1 0 2 8 9

3 2 A  ロングエルボ 開口 φ 1 3 0

2 5 A  J I S ソケット

ダブ リング

S U S 3 0 4 - 3 2 A × 3 . 0 t

5
0

2
0
0

8 0 A × 4 0 A

4 0 A  J I S 1 0 K  F F

S U S 3 0 4 - 1 0 0 A× 6 . 0 t

L - 4 0× 4 0 × 3

3 - 振止用プ レート

1
2
0
°

1 2
0 °

1 2 0°

S U S 3 0 4 - 8 0 A × 3 . 0 t

L - 4 0× 4 0 × 3

P L -φ 6 0 × 3 t

S U S 3 0 4 - 1 0 0 A × 6 . 0 t

3 -振止用プレー ト

溶 接無 し

2
2
4

2
3
6

8
0

3
0

3
0

6
0

3 3



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

貯 水 機 能 付 給 水 管 基 礎 一 般 図
S = 1 : 3 0

旧 川 登 小

11

2

2

B

A

B

A

2 4 - 1 2 - 2 5 ( 2 0 )

1 8 - 8 - 2 0R C - 4 0

図 示貯水 機能 付給 水 管基 礎一 般図

1 2

G ･ L

G ･ L

A

a

鉄 筋 加 工 図 B

Cb

b

d

a

c

1 - 1  断 面 図 S = 1 : 3 0

2 - 2  断 面 図 S = 1 : 3 0

基 礎 平 面 図 S = 1 : 3 0

F 2 D 1 6

F 1 D 1 6

F 3 D 1 3

F 3 D 1 3

A - A  断 面 図 S = 1 : 3 0

配 筋 平 面 図 S = 1 : 3 0

F 1 D 1 6

F 2 D 1 6

F 3 D 1 3

B - B  断 面 図 S = 1 : 3 0

記号

F 1

F 2

F 3

形 状

A

A

B

鉄 筋径

D 1 6

D 1 6

D 1 3

ａ

2 . 7 8 0

2 . 7 8 0

0 . 3 0 8

ｂ

0 . 2 8 0

0 . 2 8 0

0 . 0 9 2

ｃ

0 . 2 8 0

0 . 2 8 0

0 . 1 3 0

d

0 . 1 9 5

長 さ

( m )

3 . 3 4 0

3 . 3 4 0

0 . 7 2 5

単 位重量

( k g / m )

1 . 5 6

1 . 5 6

0 . 9 9 5

S D 3 4 5

S D 3 4 5

質 量／ 本

( k g )

5 . 2 1 0

5 . 2 1 0

0 . 7 2 1

D 1 6

D 1 3

合 計

本 数

(本 )

2 8

2 8

1 8

2 9 1 . 8

1 3 . 0

3 0 4 . 8

質 量

( k g )

1 4 5 . 9

1 4 5 . 9

1 3 . 0

3 0 4 . 8

k g

k g

k g

令和８年度　貯水工 　第１号

耐 震性貯水槽整備工事 （その１）

3 0 0 0 (基礎床版寸法)

3
0
0
0
(
基

礎
床

版
寸

法
)

1 5 0 01 5 0 0

1
5
0
0

1
5
0
0

1 2 - 穿孔  φ 1 9 × 1 3 0 L

1 1 0 2 7 8 0 1 1 0

3 0 0 0

1 3 5

1 3 0

9＠ 2 5 0 = 2 2 5 0 1 3 0

1 3 5

1
1
0

2
7
8
0

1
1
0

3
0
0
0

1
3
5 1
3
0

9
＠

2
5
0
=
2
2
5
0

1
3
0 1
3
5

3 0 0 0 (基礎床版寸法)

基礎コンクリート

4
0
0

1
0
0

1
5
0 5
0

5
0
0

均しコンクリート基礎砕石

1 0 03 0 0 01 0 0

3 2 0 0

3 0 0 0 (基礎床版寸法)

1
5
0 5
0

5
0
0

4
0
0

1
0
0

1 0 0 3 0 0 0

3 2 0 0

1 0 0

1
1
0
2
8
0
1
1
0

5
0
0

5
0
0

2
8
0

1
1
0

1
1
0

1 1 0 2 7 8 0 1 1 0

3 0 0 0

1 3 5

1 3 0

9＠ 2 5 0 = 2 2 5 0 1 3 0

1 3 5

1 3 0

1 3 5

1 1 0 2 7 8 0

9＠ 2 5 0 = 2 2 5 0 1 3 0

1 3 5

1 1 0

3 0 0 0

φ
1
3
9
0



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

廻 配 管 詳 細 図 1
※埋設部管種は、水道配水用ポリエチレン管( H P P E ) とする｡

※排水管は、 1 / 1 0 0  以上の排水勾配をとること ｡

※異形管類(埋設部)には 、ポリエチ レンスリーブ被覆工を すること。

※露出部管種は、水道用硬質塩化ビニルライニング鋼 管管( S G P - V B ) とする｡

※既設管の埋設 位置及び深度等は推定のため、試掘を行い確認する こと。

※管埋設部は、 管明示テープ・管表示シートを布 設すること ｡

廻 配 管 平 面 図
S = 1 : 1 0 0

T - 2

T - 3

止

汚

汚

2 1 . 3 4

2 1 . 9 0

2 1 . 8 7

2 1 . 9 8

2 1 . 6 3

2 2 . 3 4
2 2 . 2 3

2 1 . 9 5

2 1 . 5 5

2 1 . 9 3

2 1 . 8 7

2 1 . 6 6

2 1 . 2 1

2 1 . 3 2

2 1 . 4 0

2 1 . 8 3

2 0 . 9 7

2 1 . 4 1

2 1 . 7 6

2 1 . 6 6

2 2 . 0 7

蛇 口

伸
縮
門

扉

量
C o n

C o n

C o n

A s

A s

C o n

C o n

C o n

H P Φ
1 5 0

( 位
置 は 想 定 )

V
P
Φ

1
0
0

V
P
Φ

5
0

至　鵜ノ江

至　三里

T 局前幹21

川登小学校

N T T ケ
ー

ブ
ル

既
設
配
水
管
H I V P φ

1 5 0

P
E
φ

2
5

P E φ
2 5

採
水
口

流入

流
出

排水

H = 0 . 6

既
設
管
H I V Pφ

1 5 0
不断水簡易仕切弁( V P 用 )  φ 1 5 0

仕切弁ボックス φ 1 5 0 用  d = 6 0 0 用

割 T字管K形受口ソフトシール仕切弁付 ( V P 用 )  φ 1 5 0 ×φ1 5 0 ( L = 0 . 3 4 8 m )

仕切弁ボックス φ 1 5 0 用  d = 6 0 0 用

割 T字管K形受口ソフトシール仕切弁付( V P 用 )  φ 1 5 0×φ 1 5 0 ( L = 0 . 3 4 8 m )

仕切弁ボックス φ 1 5 0用  d = 6 0 0用

同軸抜止押輪( 3 D k N )  φ 1 5 0

P E挿し口×D I P ( K 形 )異種管継ぎ手 φ 1 5 0  L = 0 . 7 6 0 m

E F ソケット φ 1 5 0

P E挿し口×D I P ( K 形 )異種管継ぎ手 φ 1 5 0  L = 0 . 7 6 0 m

同軸抜止押輪( 3 D k N )  φ 1 5 0

E F ソケット φ 1 5 0

管 割 図
S = N O N
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HPP E
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HP
PEHP
PE

HP
PE

HPPE

採
水

口

流 入

流
出

排水

0.55

SG P-V B 4 0A

( 開水路へドレン)

E F両受ベンド φ 1 5 0 × 4 5°  L = 0 . 4 6 0 m

E F 両受ベンド φ 1 5 0× 4 5 °  L = 0 . 4 6 0 m

E F 両受ベンド φ 1 5 0 × 4 5 °  L = 0 . 4 6 0 m

E F 両受ベンド φ 1 5 0 × 4 5 °  L = 0 . 4 6 0 m

E F両受ベンド φ 1 5 0 × 4 5°  L = 0 . 4 6 0 m

E F両受ベンド φ 1 5 0 × 9 0 °  L = 0 . 6 6 0 m

E F両受ベンド  φ 1 5 0 × 4 5°  L = 0 . 4 6 0 m

E F 両受ベンド φ 1 5 0 × 4 5 °  L = 0 . 4 6 0 m

メカポリ片落ち管( H P P E ×鋼管)  φ 1 5 0 ×φ 7 5

流
出
管
HP

P E
φ
1 5

0 →

流
入
管
H P

P E
φ
1 5

0 ←

1

1

2

2

メカポリ片落ち管 ( H P P E ×鋼管)  φ 1 5 0 ×φ7 5

※既設給水管が 支障となる場合は、 給水管の移設を行い対応するこ と。

メカ形曲管( H P P E )  φ 1 5 0 × 4 5°

1.
16

HP
PE

流 入 管 側 面 図 ( 2 - 2 )
S = 1 : 5 0

流 出 管 側 面 図 ( 1 - 1 )
S = 1 : 5 0

排 水 管 側 面 図 ( 2 - 2 )
S = 1 : 5 0

採 水 口 詳 細 図
S = 1 : 5 0

A A

A

A

A

フランジ φ 4 0

S G P - V B  4 0 A  L = 0 . 1 0 m

鋼 管用管端防食 ニップ ル 4 0 A

鋼 管用管端防食 エルボ 4 0 A× 9 0 °

保温材 8 0 A 用 (直管部)  L = 0 . 4 4 m

保温材 8 0 A 用 (エ ルボ部)  1 箇所

保温材 8 0 A 用 (直管部 )  L = 0 . 8 1 m

保温材 8 0 A 用 ( フレキシブジョイント部 )  L = 0 . 6 0 m

ゲートバルブ( S U S ) ねじ込み φ 2 5

ユニオンソケット( S U S )  φ 2 5

ニップル( S U S ) φ 2 5 - 2

保温工 2 5用  L = 0 . 3 0 m

保温材 2 5 用 ( バルブ部)  1箇所

保温材 8 0 A用 ( 直管部)  L = 0 . 4 4 m

保温材 8 0 A 用 (エ ルボ部)  1 箇所

保温材 8 0 A用 ( 直管部)  L = 0 . 9 9 m

保温材 8 0 A 用 ( フレキシブジョイン ト部)  L = 0 . 6 0 m

図 示廻 配 管 詳 細 図 1

1 3

支 持 金 具 ( 8 0 A 用 ) 詳 細 図
S = 1 : 1 0

支 持 金 具 ( 4 0 A 用 ) 詳 細 図
S = 1 : 1 0

※使 用鋼材は、全てS U S 3 0 4 とする。

※使 用鋼材は、全てS U S 3 0 4 とする。

( 8 0 A )

( 4 0 A )

平 面 図

正 面 図 横 断 図

平 面 図

正 面 図 横 断 図S G P - V B  4 0 A  L = 0 . 1 0 + 1 . 6 0 + 0 . 3 0 = 2 . 0 0 m

S G P - V B  8 0 A  L = 0 . 9 9 + 1 . 0 0 = 1 . 9 9 m

S G P - V B  8 0 A  L = 0 . 8 1 + 1 . 0 0 = 1 . 8 1 m

保温材 8 0 A用 ( 直管部)  L = 0 . 9 9 + 0 . 4 4 = 1 . 4 3 m

保温材 8 0 A用 ( 直管部)  L = 0 . 8 1 + 0 . 4 4 = 1 . 2 5 m
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C O 削孔工( 4 0 A , L = 1 5 0 m m )

排水管側面図( 2 - 2 )

流出管側面図( 1 - 1 )

採水口詳細図

流入管側面図( 2 - 2 )
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流
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暗渠 ( 詳細不明 ) H 4 0 0程度を下越し

支持金 具( 8 0 A 用  S U S 製 ) - 1 組

6
0
0

支持金具( 8 0 A 用  S U S製 ) - 1組

6
0
0

鋼管用 管端防食 エルボ 4 0 A × 9 0 ° ( V B )

スリース弁(両 F付 )  φ 4 0  ( フランジ接合付属品 N = 2 組 )

鋼 管 用 管 端 防 食  異 径 ソ ケ ッ ト  6 5 A × 4 0 A

S G P - V B  4 0 A  L = 1 . 6 0 m

鋼 管用管端防食 エルボ 4 0 A × 9 0 ° ( V B )

S G P - V B  4 0 A  L = 0 . 3 0 m

支持金具( 4 0 A 用  S U S 製 ) - 2 組

M 形 D曲管( ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ ) 塩 ﾋ ﾞ 管・鋼管用 φ 7 5× 9 0 °

S G P - V B  8 0 A  L = 1 . 0 0 m

鋼管用管端防食 エルボ 8 0 A × 9 0° ( V B )

S G P - V B  8 0 A  L = 0 . 8 1 m

フランジ 8 0 A ( 1 0 K )  (フラン ジ接合付属品 N = 2 組 )

フレキシブルジョイント  8 0 A  L = 0 . 6 0 m ( S U S 製 )

保温工 8 0 A用  L = 2 . 0 3 m

横水栓 φ 2 5

M 形 D 曲管( ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ )塩 ﾋ ﾞ 管・鋼管用 φ 7 5 × 9 0 °

S G P - V B  8 0 A  L = 1 . 0 0 m

鋼管用管端防食 エルボ 8 0 A × 9 0° ( V B )

S G P - V B  8 0 A  L = 0 . 9 9 m

フランジ 8 0 A ( 1 0 K )  ( フランジ接合付属品 N = 2 組 )

フレキシブルジョイント 8 0 A  L = 0 . 6 0 m ( S U S製 )

保温工 8 0 A 用  L = 2 . 2 1 m
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オールアンカー　M 1 0 × 6 0 L
F B - 3× 4 0

L - 4 0 × 4 0 × 3

U ボルト 　Ｍ1 0

ゴ ム 板 　 3 t 　 3 0 × 4 0 2 -φ 1 2 × 2 4　長孔

φ1 2 キリ

F B - 6× 5 0
オ ールアンカー　M 1 0× 6 0 L

ゴ ム 板 　 3 t 　 5 0 × 5 0 2 - φ 1 2× 2 4 　長孔

φ 1 2 キリ

Uボルト　M 1 0

L - 5 0× 5 0 × 6



工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

高 知 県 　 四 万 十 市 　 川 登

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 4

路 線河川 名

縮 尺

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

－

廻 配 管 詳 細 図 2

S = 1 : 1 0 0

T - 2

T - 3

止

汚

汚

2 1 . 3 4

2 1 . 9 0

2 1 . 8 7

2 1 . 9 8

2 1 . 6 3

2 2 . 3 4
2 2 . 2 3

2 1 . 9 5

2 1 . 5 5

2 1 . 9 3

2 1 . 8 7

2 1 . 6 6

2 1 . 2 1

2 1 . 3 2

2 1 . 4 0

2 1 . 8 3

2 0 . 9 7

2 1 . 4 1

2 1 . 7 6

2 1 . 6 6

2 2 . 0 7

蛇 口

伸
縮
門
扉

量
C o n

C o n

C o n

A s

A s

C o n

C o n

C o n

H P Φ 1 5 0

( 位 置 は 想 定 )

V
P
Φ

1
0
0

V
P
Φ

5
0

至 　鵜ノ江

至　三 里

T 局前幹21

川登小学校

N T T ケ
ー

ブ
ル

既
設
配
水
管
H I V P φ

1 5 0

P
E
φ

2
5

P E φ
2 5

M

汚水マンホール汚

止

量

F

不明マンホール

止水栓

量水器

消火栓

凡 例0 5 1 0 m

採
水
口

流入

流
出

排水

配 管 土 工 平 面 図

流入1 . 8 0 m + 流出1 . 8 0 m

( 流入 2 . 9 0 m 、流出3 . 0 0 m )

(流入 4 . 0 0 m、流出3 . 2 0 m )

図 示廻 配 管 詳 細 図 2

1 4

掘 削 断 面 図
S = 1 : 2 0

※ 舗 装 構 成 に つ い て は 、 現 況 復 旧 を 基 本 と す る 。

土 工 断 面 2

敷地内 C O舗装(両切)  d = 0 . 6  H P P E φ 1 5 0 × 2本  並列配管

路盤( R C - 4 0 )

埋 設 表 示 シ ー ト

掘削 時 仮復 旧

φ 1 5 0

既設C O 舗装

本復 旧

C O舗 装

路盤( R C - 4 0 )

φ 1 5 0

埋 設 表 示 シ ート

保護砂(転圧有)

入替砕石( R C - 4 0 )

土 工 断 面 3

敷地内 未舗装 d = 0 . 6  H P P E φ 1 5 0 × 2 本  並列配管

埋 設 表 示 シ ー ト

φ 1 5 0 φ 1 5 0

埋 設 表 示 シ ート

保護砂(転圧有)

入替砕石( R C - 4 0 )

土 工 断 面 4

敷地内 未舗装 d = 0 . 6  H P P E φ 1 5 0

埋 設 表 示 シ ー ト

φ 1 5 0

保護砂( 転圧有)

入替砕石(R C - 4 0 )

市道  A S舗装 d = 0 . 6 ( 推定 )  φ 1 5 0

平面

不 断 水 土 工 断 面 1

A A

A

A

A - A

掘削 時 仮復旧

A S 再生 密粒度既設A S 舗装

路盤工( M - 3 0 )

保護砂(転圧 有)

発生 土埋戻

本 復旧

A S 再生密 粒度

路盤工( M - 3 0 )

B - B

掘削 時 仮復旧

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒 度既設A S 舗装

発生 土埋戻

保護砂(転圧 有)

土 工 断 面 1

敷地内 C O舗装(両切)  d = 0 . 6  H P P Eφ 1 5 0

埋 設 表 示 シ ー ト

φ 1 5 0

保護砂(転圧有)

入替砕石(RC - 4 0 )

掘削 時 仮復 旧

C O 舗装

路 盤

( R C - 4 0 )

本復 旧

C O舗 装

路盤( R C - 4 0 )

底板

上下部壁

鉄蓋(ネジ式)

円 形 1 号  H = 6 0 0 用 ( φ 1 5 0 用 )

ボ ッ ク ス 標 準 図
S = 1 : 1 0

※敷地内土質は不 良土を想定しているが、掘削の 結果により適宜埋戻材 を選定する こと｡

管埋設ｱﾙﾐｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ 150mm)

L=1.80+1.82+2.90+4.00+0.70+4.60+3.20+3.00+2.28+1.80=26.10m
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不断水土工断面 1  1箇所 ( L = 3 . 6 0 m )

土工断面1  d = 0 . 6  L = 1 . 8 2 m

土工断面1  d = 0 . 6  L = 2 . 2 8 m

土工断面2  d = 0 . 6  L = 2 . 9 0 m

土工断面3  d = 0 . 6  L = 3 . 6 0 m

土工断4  d = 0 . 6  L = 4 . 6 0 m

土工断面4  d = 0 . 6  L = 0 . 7 0 m
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